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あ
り
方
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
普
及
に
よ
り
、
Ｉ
Ｔ

ユ
ー
ザ
ー
は
、
自
ら
が
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構

築
・
所
有
す
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
時
に
必

要
な
Ｉ
Ｔ
リ
ソ
ー
ス
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
調

達
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利

活
用
に
対
す
る
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
製
造

１　

社
会
を
変
え
る
Ｉ
Ｔ
の
役
割

Ｉ
Ｔ
の
発
展
と
社
会
が
抱
え
る
課
題

　

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
発
展
は
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
の
活
用
に
よ
り
個
々
人
が
活
発
に
情

報
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
社
会
を

よ
り
成
熟
さ
せ
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で

も
様
々
な
情
報
を
高
度
に
活
用
で
き
る
ユ
ビ

キ
タ
ス
社
会
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　

一
方
、
我
が
国
で
は
、
経
済
再
生
、
環
境
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
と

も
な
う
産
業
の
空
洞
化
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
労
働
人
口
の
減
少
と
社
会
保
障
制
度
の
見

直
し
、
地
域
間
格
差
等
、
多
く
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
新
た
な
国
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
諸
課
題
の
解
決
に
も
Ｉ
Ｔ
の
活
用
は

有
効
で
あ
ろ
う
。

Ｉ
Ｔ
融
合
の
創
出
に
向
け
て

　

経
済
産
業
省
産
業
構
造
審
議
会
情
報
経
済

分
科
会
（
以
下
、
産
構
審
）
は
、
二
〇
一
一

年
八
月
に
報
告
書
『「
融
合
新
産
業
」
の
創

出
に
向
け
て
～
ス
マ
ー
ト
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ

ン
ス
の
下
で
の
シ
ス
テ
ム
型
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

～
』
を
発
表
し
、
市
場
の
競
争
構
造
の
変
化

に
よ
り
我
が
国
は
十
分
な
国
際
競
争
力
を
確

保
で
き
な
い
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
従
来
の
要
素
技
術
の

強
さ
の
み
に
頼
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を

前
提
と
し
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
産
業
構
造
変
化
に

対
応
し
、
Ｉ
Ｔ
融
合
に
よ
る
新
た
な
シ
ス
テ

ム
産
業
の
創
出
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
図
表
１
）。

２　

変
革
期
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
産
業　

　

近
年
、
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
投
資
は
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
従
来
の
基
幹
系
業
務
に

対
す
る
投
資
は
こ
こ
一
〇
年
で
対
売
上
高
比

率
を
大
き
く
落
と
し
た
。
一
方
、
携
帯
端
末

向
け
や
機
械
制
御
な
ど
の
組
込
系
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
に
対
す
る
需
要
は
ま
す
ま
す
伸
び
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

販
路
拡
大
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
に
対
す
る

Ｉ
Ｔ
投
資
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
技
術
や
手
法

に
も
大
き
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
な
ど
へ
の
対
応
に
は
、
従
来
の
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
／
サ
ー
バ
ー
の
技
術
に
加
え
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
や
ア
ジ
ャ
イ
ル
等
が
キ
ー
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
や
行
政
等
の
Ｉ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー

に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
発
注
・
調
達
の

図表１　中間とりまとめ（概要）― 経済産業省

激
変
す
る
Ｉ
Ｔ
の
仕
事　
　

―
Ｉ
Ｔ
産
業
の
こ
れ
か
ら
と
人
材　
　
　

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会　

広
報
サ
ー
ビ
ス
部
／
企
画
調
査
部　

部
長　

手
計
将
美　
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業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
海
外
展

開
に
止
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
海
外
市

場
の
さ
ら
な
る
開
拓
が
一
層
加
速
し
て
い
る
。

当
然
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に

通
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
日
本
の
Ｉ
Ｔ

産
業
は
世
界
と
の
国
際
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
い
る
。
特
に
中
国
・
イ
ン
ド
・
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
の
Ｉ
Ｔ
新
興
国
と
の
競
争
と
協
業
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
国
内
で
受

託
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
日

本
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
既
存
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
（
図
表
2
）
で
は
国
内
市
場
の

縮
小
は
避
け
ら
れ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
化
、
知
識

集
約
化
、
パ
ー
ト
ナ
ー
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
四
つ
の
シ
フ
ト
に
対
応
し
、
自
ら
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
市
場
構
造
を
改
革
す
る
大
き

な
転
換
期
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
ら

を
省
み
て
「
最
適
か
つ
効
率
的
な
Ｉ
Ｔ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
て
い
る
か
」、「
社
会
基
盤

と
し
て
の
Ｉ
Ｔ
を
支
え
る
責
任
と
実
力
が
あ

る
か
」、「
独
創
的
か
つ
世
界
に
通
用
す
る
Ｉ

Ｔ
／
サ
ー
ビ
ス
に
挑
戦
し
て
い
る
か
」
を
問

い
、
積
極
的
な
市
場
創
造
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
状
況　

従
業
者
の
動
向

　

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
状
況
を
経
済
産
業
省

「
平
成
二
二
年
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調

査
」
か
ら
み
る
。
二
〇
一
〇
年
の
調
査
結
果

（
図
表
3
）
で
は
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に
従

事
す
る
従
業
者
は
九
一
万
二
二
八
四
名
で
あ

り
、
う
ち
「
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
は
三

五
万
三
三
六
八
名
（
四
四
・
六
％
）
で
あ
り
、

「
プ
ロ
グ
ラ
マ
」の
一
四
万
五
一
五
三
名（
一

八
・
三
％
）
と
合
わ
せ
る
と
六
割
以
上
と
な

る
。

職
種
別
状
況

　

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
職
種
別
状
況
は
、
独

立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

の
「
Ｉ
Ｔ
人
材
白
書
二
〇
一
二
」
で
は
、
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
Ａ
Ｐ

Ｓ
）
が
全
体
の
三
割
以
上
と
も
っ
と
も
多
く
、

こ
れ
は
受
託
開
発
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

主
流
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、

近
年
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｐ
Ｍ
）、
Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
ト(

Ｉ
Ｔ
Ａ)

な
ど
の
重
要
性
が
増
し
、
専
門
特
化
し
た
役

割
か
ら
変
化
に
対
応
で
き
る
総
合
的
な
人
材

が
求
め
ら
れ
る
傾
向
が
出
始
め
て
い
る
（
図

表
４
）。

４　

Ｉ
Ｔ
融
合
を
実
践
す
る
人
材

Ｉ
Ｔ
融
合
を
生
み
出
す
人
材

　

今
日
、
求
め
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ

ア
は
「
融
合
」
を
実
践
・
実
現
す
る
人
材
で

あ
り
、
一
つ
は
Ｉ
Ｔ
に
よ
り
融
合
新
産
業
を

創
出
す
る
、
も
う
一
つ
は
従
来
の
情
報
シ
ス

テ
ム
基
盤
と
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
新
た
な
技
術
を
融
合
す
る
こ
と
の
で

き
る
人
材
で
あ
る
。

　

特
に
産
構
審
の
中
間
と
り
ま
と
め
で
は

「
Ｉ
Ｔ
融
合
を
生
み
出
す
『
異
端
人
材
』
の

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
と
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
の
検

討
、
Ｉ
Ｔ
融
合
を
生
み
出
す
次
世
代
高
度
Ｉ

Ｔ
人
材
像
の
具
現
化
と
育
成
」
も
重
要
で
あ

り
、「
Ｉ
Ｔ
融
合
に
よ
り
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
次
世

代
の
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
に
つ
い
て
、
人
材
像
の

具
現
化
を
行
い
能
力
・
ス
キ
ル
の
見
え
る
化

受注ソフトウェア
48.1％

ソフトウェア
プロダクト

8.6％

その他の
ソフト開発

4.0％

情報処理サービス
7.7％

システム等
管理運営受託

6.3％

その他の
情報処理

15.8％

インターネット付随
サービス業務

8.2％

その他
1.3％

図表２　情報サービス産業 業務種類別売上高（2010年)
　 　― 経済産業省・特定サービス産業実態調査

SE
44.6％

PG
18.3％

研究員
0.7％

ユーザー
サポート

2.9％

管理･営業
18.4％

企画
2.5％

その他
12.7％

図表３　情報サービス産業 職種別従業者（2010年)
　　　 　― 経済産業省・特定サービス産業実態調査
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を
行
う
と
と
も
に
、
育
成
・
評
価
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
見
直
す
」
よ
う
提
言
し
て
い
る
。

次
世
代
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
像

　

一
方
、
産
構
審
の
人
材
育
成
Ｗ
Ｇ
で
は
具

体
的
な
次
世
代
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
像
に
つ
い
て

二
〇
一
二
年
八
月
に
報
告
書
を
発
表
し
て
い

る
。

　

次
世
代
高
度
Ｉ
Ｔ
人
材
は
、
新
事
業
や
新

た
な
価
値
、
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
等
を
生

み
出
す
際
の
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
い
て
、「
価
値

発
見
段
階
」「
サ
ー
ビ
ス
設
計
段
階
」「
事
業
創

出
段
階
」
に
お
け
る
各
タ
ス
ク
を
実
行
で
き

1.1%

4.6%

2.5%
3.9%

15.9%

11.9% 11.6%

2.9%

0.7%

4.5%

9.6%

14.1%

6.6%
4.7%

8.8%

3.8%

13.0% 13.0%

8.8%
7.8%

0.4%

8.1%

2.7%

11.4%

1.6%

4.3%

6.4%

1.4%

10.0%

1.5%

4.8%

15.4%

9.3%

32.2%

10.2%

2.0%

8.5%

0.4%

4.3%

6.6%

33.9%

6.6%

3.0%

0.3%

11.1%

3.4%
2.2%

0.7%

37.7%

4.6%

28.2%

1.5%2.1%

7.7% 7.7%
4.9%

0.4%

28.7%

11.3%13.0%

0%

10%

20%

30%

40%

MK SL CONS ITA PM ITS APS SWD CS ITSM ED その他

2007年調査

2008年調査

2009年調査

2010年調査

2011年調査

図表 4　職種別人材構成比の推移－ IPA「IT 人材白書 2012」

価値発見段階での職種

フィールドアナリスト
価値発見段階では、顧客、市場、データなど様々な分析を行うフィールド及びデ
ータアナリティクスがあるがそれを担う人材

サービスデザイン段階での職種

ITサービスデザイナ
サービス設計段階では、サービスやビジネスそのものの企画や、ITを活用した
サービスの企画・設計などのタスクがあるが、そのうちサービスに係る具体的
なサービスの内容を検討する人材

ビジネスデザイナ
サービス設計段階でのタスクのうち、企画されたサービスをビジネスとして成
立させる人材

ITサービスアーキテクト
サービス設計段階でのタスクのうち、企画されたサービスをITを用いて設計・
実装し、実現する人材

イノベーティブエンジニア
企画・設計されたサービスを高い技術力を活用して、差別化できる独自性の高
いITサービスを実現する人材

事業創出段階での職種

プロデューサー
試行錯誤の段階から、価値発見段階、サービスデザイン段階、そして事業創出段
階と各段階を通して、新しい事業における全体を統括する人材であり、事業全
体の中心をなす職種

MK： マーケティング 
SL： セールス 
CONS： コンサルタント 
ITA： IT アーキテクト 
PM： プロジェクトマネジメント 
ITS： IT スペシャリスト 

APS： アプリケーションスペシャリスト
SWD： ソフトウェアデベロップメント
CS： カスタマサービス
ITSM： IT サービスマネジメント
ED： エデュケーション
その他： 上記以外の職種（品質保証など）

【人材発掘プロセス】 Step１：改革を定義する
Step２：改革の評価基準を設定する
Step３：評価方法（誰が評価するか）を定める
Step４：何に取り組み、どのような成果を出したかを「見える化」する
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る
人
材
と
し
て
、
価
値
発
見
の
職
種
と
し
て

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ナ
リ
ス
ト
」、
サ
ー
ビ
ス

デ
ザ
イ
ン
の
職
種
と
し
て
「
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

デ
ザ
イ
ナ
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ナ
」、「
Ｉ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
ト
」、「
イ
ノ
ベ
ー
テ

ィ
ブ
エ
ン
ジ
ニ
ア
」、
事
業
創
出
の
職
種
と

し
て
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
が
定
義
さ
れ
て

い
る
。

５　

今
後
の
課
題　
　
　
　
　
　

求
め
ら
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
、
今
後
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
が
必
要
と
さ
れ
て
く
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
と
は
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
り

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
、
顧
客
や
自
ら

の
改
革
を
実
行
し
、
産
業
界
や
社
会
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
を
実
行
で
き
る
人
材
の
こ
と

で
あ
る
。
内
容
的
に
は
産
構
審
の
次
世
代
高

度
Ｉ
Ｔ
人
材
で
定
義
さ
れ
る
「
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
」
に
も
っ
と
も
近
い
人
材
像
と
言
え
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
は
、
単
に
知
識
を

有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、実
践
的
な「
知
見
」

と
「
創
造
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
能
力
は
、
本
質
を
見
極

め
る
力
、
分
析
と
創
造
力
、
物
事
や
課
題
に

優
先
順
位
を
付
け
る
力
、
ア
レ
ン
ジ
力
、
自

ら
も
実
行
す
る
力
等
が
必
要
と
な
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
が
活
躍
す
る
環
境
を

目
指
し
て

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
は
、
必
ず
し
も
育

成
さ
れ
る
人
材
で
は
な
く
、
そ
の
素
養
や
資

質
を
重
視
し
、
組
織
や
社
会
で
発
掘
・
選
抜

さ
れ
る
よ
う
な
人
材
で
あ
る
。
例
え
ば
Ｉ
Ｐ

Ａ
が
実
施
す
る
「
未
踏
Ｉ
Ｔ
人
材
発
掘
・
育

成
事
業
」
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
ク
リ
エ
ー
タ
の

発
掘
な
ど
も
こ
の
一
例
で
あ
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
発
掘
に
は
、
第
一

に
企
業
の
人
事
評
価
制
度
に
「
改
革
」
を
評

価
す
る
仕
組
み
を
創
る
、
第
二
に
発
掘
・
選

抜
さ
れ
た
人
材
が
切
磋
琢
磨
で
き
る
社
外
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
設
け
る
、
第
三
に
業
界
や
社

会
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
を
評

価
・
認
定
す
る
仕
組
み
を
創
る
、
そ
し
て
第

四
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
が
様
々
な
課
題

解
決
に
挑
戦
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）

で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
が
業
界
の
リ

ソ
ー
ス
を
活
用
し
、
行
政
を
動
か
し
、
ユ
ー

ザ
ー
を
動
か
し
、
社
会
を
変
え
る
改
革
を
実

践
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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